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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年3月10日(2014.3.10)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
　本願でＩＡＰ阻害剤として使用され得る化合物を以下に示す：
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【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６１】
　適切な抗原として、生きている、弱毒化された、もしくは死んでいる癌細胞または癌細
胞フラグメントも挙げられる。癌細胞は、それらが増殖不能となるように、抗原として使
用される前に放射線照射または別の方法で処置されていてもよい。細胞はまた、抗原とし
て使用される前に、破壊、剪断、超音波処理または溶解されてもよい。好適な一実施形態
において、抗原として使用される癌細胞は、本明細書に記載の方法に従って抗原を投与さ
れる被検体から採取される自己由来細胞である。別の実施形態では、抗原として使用され
る癌細胞は、異種異系細胞である。
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